
事前放流のイメージ図

事前放流について
【背景】
令和元年１０月の台風１９号など、近年の水害激甚化を受け、内閣府が「既存ダムの洪水調

節機能の強化に向けた基本方針」を策定し、すべての既存ダムについて事前放流に取り組むこ
ととなりました。

【方法】
降雨予測し洪水の恐れがある場合、事前にダムの貯水位を低下させ、利水容量の一部を治水

容量として一時的に活用するものです。（イメージ図を参照）

【治水上の利点】
確保した容量を活用することにより、ダムに計画規模を超える洪水等を貯留することでダム

下流へ流す流量を低減し、ダム下流河川の水位を低下させ洪水被害の防止・軽減を図ることが
できます。
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